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公
園
は
石
巻
市
南
浜
地
区
に
整

備
。
広
さ
は
38
・
８
㌶
で
国
、
宮

城
県
、
石
巻
市
が
連
携
し
て
整
備

を
進
め
た
。
南
浜
地
区
は
津
波
と

火
災
の
延
焼
で
約
５
０
０
人
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
た
。
震
災
の
記
憶

と
教
訓
を
後
世
に
伝
え
、
国
内
外

に
復
興
へ
の
強
い
意
志
を
発
信
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

震
災
前
に
住
宅
や
商
店
が
立
ち

並
ん
で
い
た
閑
静
な
住
宅
街
。
震

災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
が
、
こ

の
地
区
の
市
街
化
が
進
む
前
の
原
風

景
と
し
て
、
池
や
湿
地
な
ど
を
整
備

し
、
旧
街
路
を
残
し
、
昔
の
居
住
地

を
思
い
起
こ
せ
る
空
間
と
し
て
い
る
。

植
栽
も
進
み
、
将
来
的
に
公
園
は
松

原
に
囲
ま
れ
る
。

　

園
内
に
は
メ
イ
ン
施
設
の「
み
や

ぎ
東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館
」が

あ
る
。
館
内
は
主
に
九
つ
の
コ
ー

ナ
ー
に
分
か
れ
、
被
災
の
実
態
や

津
波
の
怖
さ
を
パ
ネ
ル
や
映
像
に

ま
と
め
、
緊
急
時
の
備
え
を
学
べ

る
ほ
か
、
宮
城
県
内
各
地
の
語
り

部
活
動
や
地
域
再
生
に
取
り
組
む

団
体
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
紹

介
し
、
各
地
へ
の
誘
い
を
提
供
す

る
。
ま
た
、
壊
滅
的
な
被
害
の
中
、

救
命
救
助
な
ど
緊
急
対
応
し
た
際

の
パ
ネ
ル・映
像
を
掲
示
し
て
い
る
。

　

伝
承
館
の
周
辺
に
は
、
園
内
を

見
渡
せ
る
標
高
10
㍍
の
築
山「
一
丁

目
の
丘
」や
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

を
追
悼
す
る
場
と
し
て「
追
悼
の
広

場
」「
祈
り
の
場
」を
設
け
た
。

　

伝
承
館
や
追
悼
の
広
場
の
西
側

に
は「
市
民
活
動
拠
点
」が
あ
り
、

市
民
団
体
が
公
園
で
活
動
す
る
。

拠
点
内
は「
が
ん
ば
ろ
う
！
石
巻
」

の
看
板
が
あ
り
、
春
先
に
は
市
民

参
加
で
植
え
ら
れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
や
ス
イ
セ
ン
な
ど
が
咲
き
乱
れ

る
。

　

拠
点
内
の「
南
浜
つ
な
ぐ
館
」に

は「
が
ん
ば
ろ
う
！
石
巻
」の
看
板

付
近
の
壊
滅
的
被
害
を
捉
え
た
写

真
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
し
、
シ
ア

タ
ー
ル
ー
ム
も
併
設
。
震
災
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
使
わ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
南
側
の「
こ
こ
ろ
の
森
ハ
ウ

ス
」で
は
木
工
体
験
が
楽
し
め
る
。

　

そ
の
他
、
公
園
の
近
隣
に
は
石

巻
市
震
災
遺
構「
門
脇
小
学
校
」、

震
災
伝
承
交
流
施
設「
Ｍミ

ー

ト

Ｅ
Ｅ
Ｔ
門

脇
」も
あ
る
。
こ
の
地
域
に
足
を
運

ん
だ
ら
、
じ
っ
く
り
と
見
て
回
り

た
い
。

　

開
園
は
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
10
〜
３
月
は
午
後
５
時
ま
で
）、

伝
承
館
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

い
ず
れ
も
無
料
。
公
園
は
年
中
無

休
だ
が
、
伝
承
館
は
月
曜
、
祝
日

の
翌
日
、
年
末
年
始
は
休
館（
毎
月

11
日
は
曜
日
、
祝
日
に
か
か
わ
ら

ず
開
館
）。
南
浜
つ
な
ぐ
館
も
無
料

で
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
に
開
館

す
る（
不
定
休
）。

　

連
絡
先
は
公
園
０
２
２
５

（
９
８
）
７
４
０
１
、
伝
承
館

０
２
２
５（
９
８
）８
０
８
１
、
南

浜
つ
な
ぐ
館
に
つ
い
て
は
３
・

11
み
ら
い
サ
ポ
ー
ト
０
２
２
５

（
９
８
）３
６
９
１
。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
の
節
目
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
へ

の
追
悼
お
よ
び
震
災
の
記
憶
と
教
訓
を
後
世
に
伝
え
、
復
興
へ

の
強
い
意
志
を
国
内
外
に
示
す「
石
巻
南
浜
津
波
復
興
祈
念
公

園
」が
今
年
３
月
28
日
に
開
園
し
た
。
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「
が
ん
ば
ろ
う
！
石
巻
」。
震
災

の
１
カ
月
後
こ
の
地
に
突
如
現
れ

た
看
板
が
、
被
災
者
を
励
ま
し
、

勇
気
づ
け
た
。
や
が
て
来
訪
者
の

立
ち
寄
り
先
と
な
り
、
追
悼
の
場

で
も
あ
り
、
復
興
に
向
け
た
シ
ン

ボ
ル
と
な
っ
た
。

　

こ
の
看
板
を
作
っ
た
の
は
黒
澤

健
一
さ
ん（
50
）。
震
災
か
ら
10
年

の
間
に
看
板
は
老
朽
化
や
公
園
整

備
で
更
新
や
移
転
が
あ
っ
た
。
現

在
は
３
代
目
と
な
る
縦
２
㍍
、
横

11
㍍
の
看
板
が
市
民
活
動
拠
点
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

配
管
工
事
業
を
営
む
黒
澤
さ
ん

は
、
自
身
の
店
舗
兼
住
宅
が
あ
っ

た
地
に
初
代
の
看
板
を
立
て
た
。

　

こ
の
地
に
店
を
構
え
て
１
年
２

カ
月
で
の
津
波
。
震
災
直
後
は
絶

望
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
。「
１
週

間
く
ら
い
し
て
、
復
旧
し
た
電
話

で
知
人
に
、
お
れ
た
ち
は
生
き
残
っ

た
ん
だ
か
ら
頑
張
ら
な
き
ゃ
駄
目

だ
、
と
言
っ
て
い
る
自
分
に
気
付

い
て
ね
」と
振
り
返
る
。

　

が
れ
き
の
中
の
合
板
を
拾
い
集

め
、
大
工
ら
の
協
力
も
得
て
看
板

を
作
っ
た
。
し
か
し
、
地
区
は
ほ

と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
巨
大
な
が
れ

き
の
山
で
行
方
不
明
者
も
数
多
く

い
る
。「
心
の
ど
こ
か
に
葛
藤
が

あ
っ
た
」と
い
う
が
、
通
り
過
ぎ

る
被
災
者
か
ら
は「
頑
張
っ
て
い
る

ね
」と
声
を
掛
け
ら
れ
、
看
板
に
向

か
っ
て
手
を
合
わ
せ
る
人
、
た
だ

涙
を
流
す
人
も
い
た
。

　
「
被
災
者
全
員
に
こ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
届
け
ら
れ
な
く
て
い
い
。
ま

ず
は
前
を
向
け
る
人
に
、
励
み
に

感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
」。
横
長
の
大

き
な
看
板
は
地
区
の
背
後
に
広
が

り
、
避
難
所
の
あ
っ
た
山
か
ら
も

よ
く
見
え
た
。

　

現
在
も
仕
事
の
傍
ら
、
市
民
団

体「
が
ん
ば
ろ
う
！
石
巻
の
会
」事

務
局
長
と
し
て
活
動
す
る
。「
市
民

活
動
拠
点
で
の
私
の
取
り
組
み
が
、

公
園
後
ろ
の
復
興
住
宅
の
ア
パ
ー

ト
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
。
見
ら
れ

て
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
襟
を
正

さ
な
い
と
」と
語
る
。

　
「
津
波
に
負
け
た
く
な
い
、
被
災

者
を
励
ま
し
た
い
、
亡
く
な
っ
た

方
々
の
追
悼
」と
い
う
当
初
の
意
識

か
ら
、
今
は「
次
世
代
に
ど
う
伝
え
、

何
を
残
す
か
」の
思
い
へ
。「
人
生

も
後
半
、
や
れ
る
こ
と
は
全
部
や

ろ
う
」と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

る
。
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　東日本大震災から10年が経過しました。当時の苦しみや悲しみをいまだに
忘れたことはありません。瓦

が れ き

礫の山に埋め尽くされた地域が静かに横たわり、
自然の猛威に声を失いました。その中でも、変わり果てた地域から人命を救う
懸命な活動、復旧・復興に一歩一歩に立ち向かう住民や関係者の姿は、新た
な希望を与えていました。
　一方で、日々 の暮らしの中で、教訓や当時の記憶が薄れていくことを感じま
す。震災直後に復興構想７原則が提案され、第一原則として復興の原点（追悼
と鎮魂）と教訓の伝承・発信と位置付けられました。今後も国内外で自然災害
の脅威が続いている中、東日本大震災時の経験や教訓を後世に伝えることが
当時に学んだ教訓を忘れないことであり、被災地を超えた地域の防災力向上
につながると考えます。３.11伝承ロードの使命はここにあります。ぜひ、皆さま
と協力し活動を広げていきたいと思います。
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震
災
の
津
波
と
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
に
見
舞
わ
れ
た

富
岡
町
は
２
０
１
７
年
、
一
部
地

域
を
除
い
て
避
難
指
示
区
域
が
解

除
さ
れ
た
。
現
在
の
住
人
口
は
約

１
７
０
０
人
。
う
ち
約
８
０
０
人

が
元
々
の
町
民
だ
。

　

富
岡
町
3
・
11
を
語
る
会
代
表

の
青
木
淑
子
さ
ん（
73
）は「
町
民
な

が
ら
他
の
所
に
住
ん
で
い
る
人
が

今
も
１
万
人
い
る
。
故
郷
へ
の
温

度
差
や
意
識
の
違
い
が
気
掛
か
り
。

帰
還
し
た
町
民
に
も
取
り
外
す
こ

と
の
で
き
な
い
心
の
バ
リ
ケ
ー
ド

が
あ
る
」と
話
す
。

　

富
岡
町
は
原
発
事
故
で
郡
山
市

へ
の
避
難
を
強
い
ら
れ
た
。
高
校

の
国
語
科
教
員
を
務
め
て
き
た
青

木
さ
ん
は
２
０
０
４
〜
08
年
の
富

岡
高
校
長
を
最
後
に
定
年
退
職
。

同
市
在
住
で
震
災
時
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
施
設
の
所
長
だ
っ
た
。
居
て

も
立
っ
て
も
い
ら
れ
ず
支
援
活
動

を
始
め
、
富
岡
町
民
と
再
会
し
た
。

12
年
、
郡
山
市
内
に
富
岡
町
社

会
福
祉
協
議
会
の
施
設
が
完
成
し
、

青
木
さ
ん
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就

任
し
た
。
13
年
に
社
協
の
事
業
の

一
つ
と
し
て
語
り
人
活
動
が
始
ま

り
、
15
年
に
語
る
会
と
し
て
独
立
、

16
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
。「
人
の
駅

『
桜
風
舎
』」を
運
営
し
、
避
難
住
民

の
交
流
や
語
り
人
活
動
の
拠
点
と

し
て
き
た
。
17
年
に
は
富
岡
町
の

避
難
指
示
区
域
解
除
で
青
木
さ
ん

が
町
内
に
移
住
し
、
会
の
事
務
所

も
設
け
た
。

　

同
会
は
現
在
、
富
岡
町
と
郡
山

市
の
２
拠
点
で
活
動
し
て
い
る
。

語
り
人
の
登
録
者
は
26
人
だ
が
、

高
齢
化
で
実
際
の
活
動
は
15
人
前

後
。
最
高
齢
は
87
歳
、
最
年
少
は

大
学
４
年
生
だ
。

　
「
津
波
被
害
と
異
な
り
、
原
子
力

災
害
は
人
が
流
さ
れ
て
い
な
い
し

家
も
壊
れ
て
い
な
い
。
見
え
な
い

放
射
線
の
恐
ろ
し
さ
と
、
避
難
を

強
い
ら
れ
故
郷
を
追
わ
れ
た
思
い

を
伝
え
る
に
は
語
る
よ
り
他
な
い
」

と
青
木
さ
ん
。

　

避
難
先
で
新
生
活
を
始
め
て
も

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
受
け
入
れ
て

も
ら
え
な
か
っ
た
り
、「
賠
償
金
を

た
っ
ぷ
り
も
ら
っ
た
ん
で
し
ょ
」と

心
な
い
言
葉
を
掛
け
ら
れ
た
り
。

だ
か
ら
こ
そ「
事
実
を
あ
り
の
ま
ま

語
る
。
正
し
い
情
報
を
語
り
継
ぐ
」

と
青
木
さ
ん
は
力
を
込
め
る
。

　
「
原
子
力
災
害
を
知
っ
て
も
ら

う
、
考
え
て
も
ら
う
。
何
よ
り
も

共
感
し
て
も
ら
う
の
が
大
切
」

　

同
会
の
特
徴
的
な
活
動
と
し
て

劇
の
公
演
が
あ
る
。
富
岡
町
が
今
、

直
面
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た

町
民
劇
を
19
年
１
月
に
披
露
し
、

東
京
で
も
上
演
し
た
。
今
年
３
月

に
は
広
野
町
で
朗
読
劇
も
行
っ
た
。

「
ス
ピ
ー
チ
と
異
な
り
、
劇
は
作
る

側
も
見
る
側
も
同
じ
場
面
で
思
い

を
共
有
し
や
す
い
」と
い
う
。

　

青
木
さ
ん
は
双
葉
町
に
昨
年
開

館
し
た「
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力

災
害
伝
承
館
」で
の
活
動
が
多
い
。

「『
日
本
初
の
原
子
力
災
害
伝
承
館
。

こ
う
い
っ
た
施
設
を
他
に
造
り
た

く
な
い
。
最
初
で
最
後
の
伝
承
館

に
し
な
い
と
』と
語
る
と
、
み
ん
な

ハ
ッ
と
し
て
く
れ
る
」。
分
か
り
や

す
く
、
心
に
響
く
言
葉
が
、
聴
く

人
に
新
た
な
気
付
き
を
与
え
る
。

　
福
島
県
の
N
P
O
法
人
富
岡
町
3
・
11
を
語
る
会
は「
か
た

り
べ
」を「
語
り
人
」と
表
現
し
て
い
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
人
」。

語
り
人
の
東
日
本
大
震
災
で
の
体
験
や
思
い
が
さ
ま
ざ
ま
な

ら
、
そ
れ
を
聴
く
人
も
さ
ま
ざ
ま
だ
。
生
身
の
声
を
大
切
に
し

て
聴
く
人
と
も
共
感
し
、
未
来
を
一
緒
に
思
い
描
け
る
よ
う
な

活
動
を
目
指
し
て
い
る
。

町
民
劇
や
朗
読
劇
も

3.11伝承ロード

お話を伺った方
代表の青木淑子さん

被
災
地
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

案
内
す
る
青
木
さ
ん（
右
）

高
齢
の
女
性
が
富
岡
町
へ
帰
る
こ
と
を
決
め

て
引
っ
越
し
を
す
る
様
子
と
、
家
族
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
描
い
た
町
民
劇

語
る
人
、
聴
く
人
、
思
い
一
つ
に

語
る
人
、
聴
く
人
、
思
い
一
つ
に

福
島
県「
富
岡
町
3
・
11
を
語
る
会
」

中
高
生 

語
り
部
ガ
イ
ド
が
活
躍
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気
仙
沼
市
東
日
本
大
震
災
遺
構
・

伝
承
館
は
、
同
市
の
名
勝
、
岩
井

崎
の
近
く
に
あ
り
震
災
時
に
津
波

が
襲
っ
た
気
仙
沼
向
洋
高
校
旧
校

舎
を
震
災
遺
構
と
し
て
保
存
。
新

た
に
整
備
し
た
映
像
シ
ア
タ
ー
や

展
示
室
、
研
修
室
、
交
流
ホ
ー
ル

で
構
成
す
る
震
災
伝
承
館
を
併
設

し
、
一
昨
年
３
月
に
開
館
し
た
。

　

地
元
の
住
民
有
志
の
他
に
、
中

高
生
も
語
り
部
と
し
て
約
70
人
が

在
籍
す
る
。
昨
年
11
月
か
ら
は
震

災
の
月
命
日
に
近
い
土
・
日
曜
、

祝
日
に
中
高
生
に
よ
る
館
内
の
語

り
部
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
る
休
館
も
あ
っ
た
が
、「
い
つ
も

10
人
か
ら
20
人
ぐ
ら
い
の
生
徒
が

参
加
す
る
」と
担
当
職
員
の
福
岡
麻

子
さ
ん
は
目
を
細
め
る
。

10
月
10
日
に
あ
っ
た
活
動
に
は

12
人
が
参
加
し
た
。
今
春
高
校
を

卒
業
し
た
専
門
学
校
生
１
人
、
中

学
生
２
人
の
他
は
高
校
生
だ
。
最

年
少
で
大
谷
中
１
年
の
福
岡
未
央

さ
ん
は「
自
分
は
震
災
の
記
憶
が
な

い
が
、
知
っ
て
い
る
限
り
の
こ
と

を
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
き
た
い
」と

は
に
か
む
。

　

生
徒
た
ち
は
２
、３
人
ず
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ガ
イ
ド
を
希

望
す
る
来
館
者
に
付
き
添
い
、
案

内
し
た
。
見
学
ポ
イ
ン
ト
で
来
館
者

は
、
津
波
の
爪
痕
を
目
の
当
た
り
に

し
て
時
に
顔
を
ゆ
が
め
な
が
ら
も
、

真
剣
な
表
情
で
生
徒
の
説
明
に
聴

き
入
る
。
生
徒
た
ち
は
い
く
つ
か

の
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
交
代
し
な
が

ら
１
時
間
か
け
て
案
内
す
る
。

　

全
員
共
通
の
案
内
書
で
勉
強
し

た
り
、
下
準
備
を
し
た
り
し
て
い

る
が
、
同
じ
見
学
ポ
イ
ン
ト
で
も

生
徒
に
よ
っ
て
説
明
の
仕
方
や
熱

の
入
り
方
が
少
し
異
な
る
。
身
振

り
手
振
り
を
交
え
な
が
ら
の
生
徒

も
い
れ
ば
、
あ
え
て
抑
揚
を
抑
え

る
か
の
よ
う
に
淡
々
と
話
す
生
徒

も
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
垣
間
見

ら
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
伝
え
方
も

あ
る
よ
う
だ
。

　

福
岡
さ
ん
は「
伝
え
た
い
も
の
や

発
信
の
仕
方
に
多
少
の
違
い
が
あ

る
」と
語
る
。

　

今
の
高
校
生
が
震
災
を
実
体
験

と
し
て
記
憶
す
る
最
後
の
世
代
だ
。

と
も
に
気
仙
沼
向
洋
高
３
年
の
佐

藤
瑞
記
さ
ん
は「
時
間
の
あ
る
と
き

は
震
災
時
の
記
憶
を
紹
介
し
て
い

る
」、
高
橋
瑠
菜
さ
ん
は「
移
動
の
際

の
雑
談
で
も
震
災
時
の
様
子
を
伝

え
る
よ
う
に
し
て
い
る
」と
い
う
。

　
「
案
内
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
ア
ン

ケ
ー
ト
に
、
と
て
も
良
か
っ
た
、

勉
強
に
な
っ
た
と
書
い
て
い
た
だ

き
、
生
徒
た
ち
の
や
る
気
に
つ
な

が
っ
て
い
る
」と
福
岡
さ
ん
。「
自

分
は
震
災
を
経
験
し
て
い
な
い
か

ら
語
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
な

い
。
学
ぶ
こ
と
、
知
ろ
う
と
す
る

心
が
大
切
」と
強
調
す
る
。

知
ろ
う
と
す
る
心
大
切

10月10日の活動に参加した中高生。学校や学年の垣根を越えて、思いを一つに震災伝承に取り組んでいる

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
が
襲
っ
た
と
き
の
ま
ま
、
10
年
の
歳

月
が
過
ぎ
た
教
室
に
来
館
者
を
案
内
す
る
生
徒
の
声
が
響
く
。

気
仙
沼
市
東
日
本
大
震
災
遺
構
・
伝
承
館
で
語
り
部
と
し
て
活

動
す
る
中
高
生
た
ち
。
被
災
地
に
生
ま
れ
育
ち
、「
震
災
を
い

つ
ま
で
も
語
り
継
ぎ
た
い
」と
の
思
い
を
胸
に
、
伝
承
活
動
に

励
ん
で
い
る
。

3.11伝承ロード

語
る
人
、
聴
く
人
、
思
い
一
つ
に

中
高
生

中
高
生 

語
り
部
ガ
イ
ド
が
活
躍

語
り
部
ガ
イ
ド
が
活
躍

気
仙
沼
市
東
日
本
大
震
災
遺
構
・
伝
承
館

旧南校舎4階の「津波到達地点」を案内する高校生3人。左から気仙沼高2年の
熊谷礼さんは「共感してもらえる伝え方」、同校1年の末永詩真さんは「説明だけ
でなく相手への気遣い」、気仙沼向洋高1年の鈴木朔弥さんは「簡潔に、でもしっ
かり伝わるように」が案内のポイント



　

三
陸
鉄
道
・
鵜
住
居
駅
の
そ
ば
に

あ
る
釜
石
市
の
震
災
伝
承
施
設「
い

の
ち
を
つ
な
ぐ
未
来
館
」職
員
の
川

崎
杏あ

き樹
さ
ん（
25
）は
地
元
出
身
。
釜

石
東
中
２
年
生
の
と
き
震
災
に
遭
っ

た
。
当
時
の
記
憶
と
そ
こ
で
得
た
教

訓
や
思
い
が
、
館
内
案
内
や
語
り
部

活
動
な
ど
今
の
仕
事
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　
「
学
校
に
い
て
尋
常
で
は
な
い
揺

れ
に
、
津
波
が
来
る
と
直
感
し
た
。

毎
年
の
避
難
訓
練
の
通
り
、
ま
ず
は

校
庭
に
逃
げ
た
が
、
点
呼
途
中
に
先

生
か
ら
も
う
逃
げ
ろ
と
。
点
呼
の
時

間
す
ら
な
い
ん
だ
と
思
っ
た
」

　

学
校
か
ら
奥
ま
っ
た
や
や
高
台
に

あ
る
高
齢
者
施
設
の
駐
車
場
に
避
難

し
た
が
、「
近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
が
、

裏
山
で
崖
崩
れ
が
起
き
て
い
る
。
こ

ん
な
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
。
大

変
な
こ
と
が
起
き
る
」と
。
さ
ら
に

高
台
の
高
齢
者
施
設
に
向
け
、
小

学
生
と
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
逃
げ

た
。
震
災
発
生
か
ら
30
〜
40
分
。
こ

こ
で
地
区
を
覆
い
尽
く
す
津
波
を
目

の
当
た
り
に
し
た
。

　

さ
ら
に
山
の
峠
に
逃
げ
、
閉
校
し

た
旧
釜
石
一
中
へ
の
避
難
を
目
指
し

三
陸
自
動
車
道
を
歩
い
た
。「
途
中

で
ダ
ン
プ
の
運
転
手
さ
ん
が
、
私
た

ち
を
車
に
乗
せ
て
ピ
ス
ト
ン
輸
送
し

て
く
れ
た
。
う
れ
し
か
っ
た
」と
振

り
返
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
。
点
呼
途
中

の「
も
う
逃
げ
ろ
」と
、
近
所
の
人
が

発
し
た「
こ
ん
な
こ
と
は
こ
れ
ま
で

に
な
い
。
大
変
な
こ
と
が
起
き
る
」。

加
え
て
、
学
校
で
毎
年
想
定
を
変
え

て
行
っ
て
い
た
避
難
訓
練
や
日
頃

か
ら
の
防
災
教
育
が
あ
る
。
川
崎
さ

ん
は「
避
難
す
る
こ
と
が
当
た
り
前

だ
っ
た
」と
き
っ
ぱ
り
。

　

釜
石
高
、
山
梨
の
大
学
を
卒
業
し

昨
年
４
月
か
ら
今
の
仕
事
に
携
わ
っ

て
い
る
。
同
館
は
学
校
の
見
学
受
け

入
れ
が
多
く
、
川
崎
さ
ん
の
説
明
を

聴
い
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
教
わ
っ

た
こ
と
を「
自
分
も
実
践
し
て
い
き

た
い
」「
家
族
に
も
伝
え
た
い
」な
ど

と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
る
と
、
や
り
が

い
を
感
じ
る
と
い
う
。

　
「
子
ど
も
へ
の
防
災
教
育
が
大
事
。

子
ど
も
が
動
け
ば
大
人
も
動
く
。
子

ど
も
の
安
全
に
関
わ
る
こ
と
な
ら
大

人
は
動
く
。
子
ど
も
が
大
人
に
な
っ

た
ら
防
災
の
伝
承
に
つ
な
が
る
」と

川
崎
さ
ん
。

　
「
時
間
が
た
て
ば
震
災
を
体
験
し

て
い
な
い
人
が
増
え
、
伝
承
に
携
わ

る
こ
と
を
た
め
ら
う
人
も
増
え
る
だ

ろ
う
。
ま
た
聴
く
側
も
、
体
験
し
て

い
な
い
の
に
語
れ
る
の
と
思
う
人
が

出
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
う
い
っ
た
心

の
垣
根
を
取
り
外
し
た
い
」と
伝
承

の
思
い
を
語
る
。
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「
避
難
が
当
た
り
前
」
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日
頃
の
防
災
教
育
が
大
切

日
頃
の
防
災
教
育
が
大
切

釜
石「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
未
来
館
」の
川
崎
さ
ん

　
リ
ア
ス
海
岸
の
入
り
江
に
あ
る
釜
石
市
鵜
住
居
地
区
は
東

日
本
大
震
災
で
約
11
㍍
の
津
波
が
襲
っ
た
。海
の
近
く
に
あ
っ

た
鵜
住
居
小
と
釜
石
東
中
は
適
切
な
避
難
活
動
で
、学
校
監

督
下
に
あ
っ
た
児
童
生
徒
か
ら
は
1
人
も
亡
く
な
っ
た
人
を

出
さ
な
か
っ
た
。当
時
中
学
2
年
生
だ
っ
た
女
性
は
震
災
を
振

り
返
り
、防
災
教
育
の
重
要
性
を
実
感
し
て
い
る
。

いのちをつなぐ未来館内で自分たちが避難した経過を紹介するコーナーに立つ川崎さん

釜
石
祈
り
の
パ
ー
ク（
左
）と
未
来
館
の
外
観

公民連携で質の向上を



　
「
長
い
よ
う
で
、
あ
っ
と
い
う
間

で
も
あ
っ
た
」。
須
田
町
長
は
開
口

一
番
、
こ
の
一
言
に
万
感
の
思
い

を
込
め
た
。
町
は
震
災
で
最
大
約

15
㍍
の
津
波
に
襲
わ
れ
、
住
宅
の

７
割
が
壊
滅
し
た
。

　
「
こ
の
町
に
震
災
と
無
関
係
だ
っ

た
人
は
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ

て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゼ
ロ
。
破
壊
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
の
再
生
だ
。
人
は
立
ち

上
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
実

際
に
立
ち
上
が
れ
た
」と
力
強
く
語

る
。

　

震
災
時
は
地
元
選
出
の
県
議
会

議
員
。「
町
の
復
興
に
対
し
、
将
来

誰
が
責
任
を
取
る
の
か
。
道
筋
の

１
歩
目
か
ら
将
来
世
代
と
し
て
責

任
を
担
っ
て
い
こ
う
」と
前
町
長
の

退
任
を
受
け
、
39
歳
で
就
任
し
た
。

　
「
自
分
の
世
代
に
と
っ
て
復
興
の

過
程
と
結
果
、
10
年
後
や
20
年
後

は
リ
ア
ル
な
も
の
だ
。
10
年
後
が

ど
う
か
で
な
く
、
そ
の
先
の
た
め

の
10
年
で
も
あ
る
」

　

町
長
就
任
前
に
町
の
復
興
計
画

が
策
定
さ
れ
て
い
た（
２
０
１
８
年

度
完
了
）。
計
画
自
体
は
大
き
く
変

更
し
な
か
っ
た
が
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ

プ
ラ
ン
に
は
こ
だ
わ
っ
た
と
い
う
。

ポ
イ
ン
ト
は
①
ス
ピ
ー
ド
最
優
先

で
な
く
、
質
の
向
上
を
最
大
限
求

め
る
②
人
口
減
少
、
人
の
流
れ
を

途
絶
え
さ
せ
ず
、
町
の
活
力
は
落

と
さ
な
い
③
行
政
だ
け
で
な
く
民

間
も
担
う（
公
民
連
携
）だ
。

　
「
女
川
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
は
な

い
し
、
そ
も
そ
も
定
住
と
い
う
概

念
も
変
容
し
つ
つ
あ
る
。
人
口
減

少
も
不
可
逆
な
わ
が
国
全
体
の
潮

流
。
な
ら
ば
こ
の
町
に
関
わ
っ
て

く
れ
る
活
動
人
口
を
増
や
し
て
い

こ
う
」

　

高
台
造
成
や
盛
り
土
、
災
害
公

営
住
宅
や
水
産
加
工
団
地
の
整
備

な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
動
線
の
集
約

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
確
保
が
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
の
鍵
と
な
っ
た
。

　

そ
の
エ
ポ
ッ
ク
と
な
っ
た
の
は

２
０
1
５
年
３
月
に
温
泉
温
浴
施

設「
ゆ
ぽ
っ
ぽ
」と
合
築
し
た
女
川

駅
が
完
成
し
、
Ｊ
Ｒ
石
巻
線
が
４

年
ぶ
り
に
同
駅
ま
で
全
線
開
通
。

同
年
12
月
に
は
民
間
の
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入
し
た
駅
前
商

業
エ
リ
ア
に
30
店
近
く
が
軒
を
連

ね
る「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川
」と
、

町
民
や
来
町
者
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る「
女
川
町
ま
ち
な
か
交
流
館
」

が
オ
ー
プ
ン
。
こ
の
一
帯
は
震
災

前
以
上
の
人
の
流
れ
が
現
れ
て
い

る
。

　
「
ま
ち
の
復
興
を
自
分
事
と
捉

え
る
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
マ
ン
に

な
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
が
た
く
さ

ん
い
た
。
町
民
と
一
緒
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
が
誇
り
。
震
災

が
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
か
っ
た
経

験
や
出
会
い
が
あ
る
」

　

町
の
復
興
は
こ
れ
か
ら
も
進
む
。

　
「
人
の
生
き
る
力
の
強
さ
を
発
信

し
て
い
き
た
い
。
人
生
に
悩
ん
だ

と
き
、
復
興
し
た
被
災
地
に
立
ち

『
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み
よ
う
』と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
町
を

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
震
災
伝
承
の
場
に

し
た
い
」と
未
来
を
描
く
。

7

活
動
人
口
を
増
や
そ
う

3.11伝承ロード

　
町
の
復
興
に
向
け
た
10
年
の
歩
み
は
、町
長
と
し
て
の
足
跡

で
も
あ
っ
た
。東
日
本
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
宮

城
県
女
川
町
。そ
の
年
の
11
月
に
就
任
し
た
須
田
善
明
町
長

（
49
）は
、復
興
の
先
の
未
来
を
思
い
描
い
た
と
い
う
。町
長
と

は
い
え
１
人
で
は
何
も
で
き
な
い
。行
政
と
民
間
、町
民
が
連

携
を
図
り
、総
力
戦
で
の
ま
ち
づ
く
り
と
な
っ
た
。

お話を伺った方
須田善明町長

「
復
興
ま
ち
び
ら
き
2
0
1
5
冬
」で
シ
ー

パ
ル
ピ
ア
や
交
流
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た

女川駅やゆぽっぽの完成を祝った「復興まちびらき2015春」

日
頃
の
防
災
教
育
が
大
切

公民連携で質の向上を公民連携で質の向上を
グラウンドゼロからの出発 宮城県女川町
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記事を見ての感想、取り上げてほしい話題など、ご意見をお寄せください。　　　info@311densho.or.jp  FAX022-393-4271

鎮魂の祈り ささげる 荒浜記憶の鐘（仙台市）

　季節は確実に移り変わる。春まだ浅く、冬の寒さを引きずっ
た“あの日”から四季を繰り返し、10年の節目を迎えた２０２１
年も、もうすぐ終わる。
　師走の空を背景に立つモニュメントに、まるで天からの贈り
物かのように雪が舞い降りた。
　仙台市若林区の深沼海岸そばにある「荒浜記憶の鐘」。周
辺には二つの震災遺構もある。「仙台市荒浜地区住宅基礎」と
「仙台市立荒浜小学校」だ。
　震災前、この地は住宅街が広がり、夏には多くの海水浴客
でにぎわった。震災の津波はここでも猛威を振るい、多くの人
の暮らしを、そして尊い命をのみ込んだ。
　荒浜記憶の鐘は震災で亡くなった方 を々しのぶモニュメン
ト。高さ４㍍の人型をした柱は「平穏」「水平線から昇る日の出」

「復興」をイメージしている。柱から続く飛び石の先に、この地
を襲った津波の高さを刻んだ球体の石碑がある。
　13.７㍍。柱から石碑までの距離でもある。一歩ずつ踏みし
め、防潮堤を乗り越えた津波の高さを実感する。
　柱の青銅の鐘を鳴らし、鎮魂の祈りをささげる。月命日には
かつての住民が訪れ、往
時をしのびながら鐘ひもを
ゆっくりと引く。
　「カーン、カーン」。師走の
空に鐘が響く。愛する人や
懐かしい古里への思いを込
め、そして来年また一歩、復
興が進むことを願って。

所在地
仙台市若林区荒浜中丁36-28

荒浜記憶の鐘荒浜記憶の鐘

海岸公園
パークゴルフ場
海岸公園
パークゴルフ場

せんだい農業
園芸センター
せんだい農業
園芸センター荒井駅荒井駅

仙台東IC

六丁の目駅六丁の目駅
地下鉄
東西線
地下鉄
東西線

仙
台
東
部
道
路

仙
台
東
部
道
路
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MAP

　
「
３
・
11
伝
承
ロ
ー
ド
推
進
機
構
」

が
石
巻
地
域
を
周
遊
す
る
伝
承
バ

ス
ツ
ア
ー
を
11
月
25
日
か
ら
来
年

２
月
12
日
ま
で
の
30
回
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
伝
承
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所
が

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
焦
点
を
当

て
た
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
と
し
て
、

実
績
が
あ
る
当
機
構
に
委
託
し
た

事
業
で
、「
震
災
の
記
憶
と
教
訓
を

伝
え
継
ぐ
」を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、

仙
台
駅
を
起
終
点
と
し
て
、
女
川

町
か
ら
石
巻
市
、
東
松
島
市
を
巡

る
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、「
３
・

11
伝
承
ロ
ー
ド
」の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
大
型
観
光
バ
ス

が
石
巻
地
域
を
快
走
す
る
防
災
と

伝
承
の
旅
だ
。
石
巻
南
浜
津
波
復

興
祈
念
公
園
内
に
今
年
６
月
、
開

館
し
た「
み
や
ぎ
東
日
本
大
震
災
津

波
伝
承
館
」を
コ
ー
ス
に
含
む
。

　

県
と
同
機
構
は「
多
く
の
方
に
ツ

ア
ー
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
震
災

の
記
憶
と
教
訓
の
伝
承
を
学
ん
で

く
だ
さ
い
」と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

定
員
は
各
回
20
人（
最
少
催
行
10

人
）で
参
加
費
５
０
０
０
円（
弁
当

込
み
）。
申
し
込
み
は
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
、
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
Q
R
）で
。

　

申
込
先
は
近
畿
日
本
ツ
ー
リ

ス
ト
仙
台
支
店
伝
承
ロ
ー
ド
バ

ス
ツ
ア
ー
係
０
２
２（
２
２
２
）

４
１
４
１
、
フ
ァ
ク
ス
０
２
２

（
２
２
１
）６
１
８
８
。

　

行
程
は
別
表
の
通
り
。

学ぼう! 震災の記憶と教訓
石巻地域周遊伝承バスツアー

無料

日帰りバスツアー行程

JR仙台駅東口 出発
移動
シーパルピア女川
震災遺構「旧女川交番」を見学します。その後「まちなか交流館」で女川
町の復興について学びます（その後、まちなか交流館で弁当の昼食）。
移動
石巻南浜津波復興祈念公園
東日本大震災の記憶と教訓を後世に伝える「石巻南浜津波復興祈
念公園」を見学します。その後「みやぎ東日本大震災津波伝承館」の
震災伝承の展示を通じて、津波から命を守るための行動の重要性を
学びます。
移動
東松島市東日本大震災復興祈念公園
「震災復興伝承館」の展示・映像を視聴し、「震災遺構旧野蒜駅プ
ラットホーム」を見学します。
防災集団移転事業 野蒜ヶ丘団地
語り部さんから移動中のバスで車内説明をしていただき、車窓からま
ち並みを見学します。
移動
JR仙台駅東口 到着 解散

10:20～
12:30

13:00～
14:15

14:45～
15:30

15:30～
16:10

17:00

9:00

【復興】

（昼食）

【伝承】

【伝承】

【復興】

時 間 行 程 備 考

催 行 日

1月
12～15日  20～22日
26～29日　 11回

2月 2～5日
9～12日 8回

ウェブサイト
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